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静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授

池
田
恵
子

い
け
だ
　
け
い
こ
　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
退
学
。
青
年
海
外
協
力
隊
員
、
国
際

協
力
機
構
技
術
協
力
専
門
家
な
ど
国
際
協

力
の
実
務
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
静
岡

大
学
教
員
。
専
門
は
、
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
、

害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。

世
界
の
経
験
に
学
ぶ—

—

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
　
サ
イ
ク
ロ
ン
・
高
潮
（一九
九一年
）

防
災・
復
興
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

危
機
の
到
来
は
時
と
し
て
、
弱
者
と
強
者
の
立
場
の
違
い
を
鮮
明
に
す
る
。

果
た
し
て
日
本
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

南
ア
ジ
ア
の
災
害
頻
発
国
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
。

　

国
連
本
部
で
二
〇
一
二
年
二
〜
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
五
六
回
女
性

の
地
位
委
員
会
で
、
日
本
政
府
が
、
大
災
害
時
の
女
性
の
権
利
に
関

す
る
決
議
案
を
提
出
し
た
。
災
害
時
の
女
性
へ
の
暴
力
防
止
や
、
防

災
計
画
の
策
定
や
復
興
の
過
程
で
女
性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

の
重
要
性
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
決
議
案
は
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
提
案
の
意
図
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
間
の
支
援
や
対
応
を

振
り
返
り
、
も
っ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
支
援
を
行
う
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

災
害
へ
の
対
応
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
試
み
は
、
二

回
の
国
連
防
災
世
界
会
議
（
一
九
九
四
年
・
横
浜
市
、
二
〇
〇
五
年
・

神
戸
市
）
に
お
け
る
議
論
や
、「
ス
フ
ィ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
人
道
憲

章
と
災
害
援
助
に
関
す
る
最
低
基
準
」
に
代
表
さ
れ
る
災
害
支
援
の

国
際
基
準
を
制
定
す
る
動
き
な
ど
を
経
て
、
海
外
で
は
確
実
に
定
着

し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
分
野
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
事
例
を
紹
介
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
を
取
り
込
む
意
義
と
課
題
を
述
べ
た
い
。

災
害
被
害
の
男
女
差
と
そ
の
背
景

　

日
本
と
並
ぶ
災
害
多
発
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
災
害
に
お
け
る

男
女
の
被
害
格
差
が
本
格
的
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
一
年
に

一
三
万
八
〇
〇
〇
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン
の

高
潮
災
害
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
年
齢
層
で
女
性
の
ほ
う
が
死
亡
率
が

高
く
、
二
〇
〜
四
九
歳
で
女
性
の
死
亡
率
は
男
性
の
四
〜
五
倍
に
達

し
た
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
飲
料
水
・
燃
料
の
収
集
や
家
族
の
世
話

が
困
難
に
な
る
な
か
で
女
性
の
労
働
負
担
が
増
加
し
、
住
居
や
雇
用

な
ど
の
復
興
資
源
や
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
女
性
に
不
利
に
な
り
や
す
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く
、女
性
や
女
児
へ
の
暴
力
が
増
加
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、

貧
困
な
女
性
世
帯
主
や
災
害
で
身
寄
り
が
な
く
な
っ
た
女
性
に
支
援

が
届
き
に
く
い
と
い
う
問
題
は
深
刻
で
あ
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
人
口
の
九
割
を
占
め
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

性
別
役
割
分
担
が
明
確
で
、
女
性
は
父
系
集
団
が
集
ま
っ
て
住
む
屋

敷
地
内
で
の
家
事
・
育
児
・
生
産
を
、
男
性
は
そ
の
外
で
の
役
割
を
担

う
。
近
年
は
、
教
育
の
普
及
や
輸
出
用
縫
製
産
業
な
ど
女
性
の
雇
用

機
会
の
拡
大
に
伴
い
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、一
般
的
に
農
村
地
域
で
は
、

女
性
は
家
庭
外
の
経
済
的
・
社
会
的
役
割
や
公
的
な
政
治
の
場
面
か

ら
排
除
さ
れ
、
教
育
や
雇
用
の
機
会
が
制
限
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
日
常
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
が
、
災
害
時
の

男
女
の
脆
弱
性
の
格
差
を
構
築
し
て
い
る
。
女
性
は
男
性
よ
り
も
情

報
収
集
や
移
動
に
お
い
て
不
利
で
あ
り
、
公
の
施
設
で
あ
る
避
難
所
は

女
性
が
行
き
や
す
い
場
所
で
は
な
い
。
ま
た
、
救
援
や
復
興
に
関
し
て

も
公
の
場
で
女
性
が
意
見
を
表
明
で
き
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

　
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
が
災
害
対
策
の

方
針
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
で
、
状
況
は
大
き
く
改
善
し
た
。
土
木
工

学
的
な
ハ
ザ
ー
ド
制
御
の
み
に
依
存
し
た
対
策
と
、
災
害
後
に
海
外

か
ら
大
量
の
緊
急
救
援
を
受
け
る
こ
と
の
繰
り
返
し
に
疑
問
が
呈
さ

れ
、「
災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
を
主
眼
に
お
い
た
防
災
対

策
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
ず
男
女
双
方
の
参
加
を
重
視
し
た
住
民
参
加

型
の
地
域
防
災
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
国
家
の
開
発
政
策
へ
の
災

害
リ
ス
ク
削
減
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
主
流
化
が
模
索
さ
れ
た
。
女
性

の
防
災
実
務
者
の
育
成
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

　

こ
の
政
策
転
換
の
結
果
、
二
〇
〇
七
年
に
再
度
一
九
九
一
年
と
同
規

模
の
サ
イ
ク
ロ
ン
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
は
、
犠
牲
者
数
は
四
三
〇
〇
人

に
減
り
、
犠
牲
者
の
男
女
格
差
も
縮
小
し
た
。
で
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
た
の
か
。　

①
地
域
の
防
災
委
員
会
に
女
性
が
参
加

　

各
自
治
体
に
行
政
、
議
員
、
市
民
組
織
や
住
民
の
代
表
か
ら
な
る

防
災
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
当
初
、
防
災
委
員
会
の
女
性
委
員
は

女
性
議
員
（
村
議
会
の
場
合
、
一
二
議
席
中
三
議
席
が
女
性
に
留
保
）

だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
女
性
貧
困
組
合
（
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
政
府
が
支
援
し
て
形
成
）
の
代
表
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ワ
ー
カ
ー
や
政
府
省
庁

の
普
及
員
と
し
て
地
域
で
活
動
す
る
女
性
、
女
性
教
員
ら
が
参
加
し

て
い
る
。
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
支
援
さ
れ
た
自
主
的
な
防
災
委
員
会
も
多

く
結
成
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
防
災
員
会
も
、
独
自
の
規
定
で
委
員
の
男

女
比
を
決
め
て
お
り
、
女
性
は
少
な
く
と
も
三
分
の
一
以
上
、
半
数
を

占
め
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

二
〇
〇
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
包
括
的
災
害
リ
ス
ク
管
理
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計
画
」（
食
糧
・

防
災
省
）
は
、
防

災
や
復
興
の
計

画
立
案
と
実
施

に
多
様
な
立
場
の

住
民
の
意
見
を
反

映
す
る
こ
と
こ
そ

が
、「
災
害
に
強

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
構
築
に
貢
献
す

る
と
謳
い
、「
災

害
に
強
い
地
域
社

会
の
構
築
に
つ
い

て
、
女
性
は
男
性
と
同
様
に
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
人
々
は
重
要

な
地
位
に
あ
る
人
々
と
同
様
に
発
言
す
る
権
利
を
持
つ
。
し
か
し
、
排

除
さ
れ
経
済
的
政
治
的
に
周
辺
化
さ
れ
て
き
た
集
団
が
、
社
会
で
有

意
義
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
災
害
リ

ス
ク
削
減
に
貢
献
で
き
る
よ
う
特
に
支
援
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
理
念
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

②
女
性
の
視
点
を
反
映
し
た
災
害
リ
ス
ク
削
減
計
画

　

防
災
委
員
会
は
、
住
民
主
体
で
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
と
防
災
資
源

を
把
握
し
、
災
害
リ
ス
ク
削
減
の
計
画
を
立
て
て
事
業
を
実
施
し
、

防
災・救
援・復
興
の
活
動
を
担
う
。
防
災
委
員
会
を
支
援
す
る
食
糧・

防
災
省
は
、
災
害
リ
ス
ク
削
減
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
の
た
め
に
約

一
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
「
災
害
リ
ス
ク
削
減
の
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
社

会
包
摂
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
男
女
別
や
障
害
者
・
高
齢
者

だ
け
の
集
会
を
行
う
な
ど
多
様
な
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
工
夫

を
周
知
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で
活
動
し
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の

関
与
を
求
め
、
多
様
な
意
見
を
調
整
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

③
女
性
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

　

防
災
の
専
門
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
女
性
が
増
え
て
い
る
。
サ

イ
ク
ロ
ン
の
高
潮
警
報
伝
達
避
難
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｐ
は
、

一
九
七
二
年
に
一
チ
ー
ム
あ
た
り
男
性
五
人
（
警
報
伝
達
、
避
難
誘
導
、

救
助
、
応
急
手
当
、
救
援
物
資
配
布
の
役
割
を
分
担
）
だ
け
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
男
性
一
〇
人
と
女
性
五
人
の
チ
ー
ム
と
す

る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
充
足
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

女
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
女
性
の
避
難
を
促
し
、
避
難
所
で
女
性
の

相
談
に
乗
れ
る
と
い
う
点
で
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

④
救
援
・
復
興
の
支
援
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
修

　

救
援
や
復
興
の
支
援
に
あ
た
る
職
員
に
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
支
援
チ
ー

ム
を
男
女
混
成
に
し
て
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
や
す
く
し
、
女
性

ある集落の自主的な防災住民組織の集会。組織メンバーの半
数は女性（バングラデシュ、コックスバザール県にて2008年
筆者撮影）
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へ
の
暴
力
の
増
加
を
予
測
し
て
防
止
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
な
ど

が
、
災
害
支
援
団
体
が
共
通
し
て
参
照
す
べ
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
さ
れ

て
い
る
。

　

防
災
・
復
興
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
議
題
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
一
五
年
余
り
を
経
た
現
在
、
女
性
が
災
害
救
援
や
復

興
に
参
加
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
男
性
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
女

性
も
参
画
す
る
こ
と
が
、
犠
牲
者
を
減
ら
し
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
点
は
、
防
災
・
復
興
分

野
だ
け
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
社
会
経

済
の
各
セ
ク
タ
ー
で
同
時
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
が
促
進
さ
れ
た
点
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
堤
防
な
ど
の
構
造
物
に
費
や
さ
れ
て
い
た
膨
大
な

開
発
資
源
が
、
教
育
や
保
健
、
貧
困
対
策
に
振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
際
、
女
性
や
、
よ
り
貧
し
い
層
の
状
況
を
よ
り
大
き
く
改

善
す
る
意
図
で
予
算
は
配
分
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
一
年
か
ら

二
〇
〇
九
年
の
間
に
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
男
性
を
追
い
越
し
（
男
性

は
五
六・五
歳
か
ら
六
五・六
歳
へ
、
女
性
は
五
五・七
歳
か
ら
六
八・〇

歳
へ
）、
成
人
識
字
率
の
格
差
は
縮
小
し
た
（
男
性
は
四
三・三
％
→

六
三・四
％
、
女
性
は
二
五・八
％
→
五
四・七
％
）。
男
女
の
災
害
脆
弱

性
の
格
差
の
解
消
は
、
狭
義
の
防
災・復
興
分
野
の
事
業
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
解
消
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
実
現
困

難
で
あ
る
。

多
様
な
「
声
」
を
ま
と
め
る
中
間
組
織
の
重
要
性

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
成
果
は
、
多
く
の

国
々
で
達
成
さ
れ
て
き
た
。
日
本
が
見
習
う
べ
き
点
は
多
い
。
災
害
の

救
援
・
復
興
計
画
は
、
女
性
や
災
害
脆
弱
性
の
高
い
人
々
の
意
見
を

こ
そ
取
り
込
む
こ
と
で
、
地
域
の
脆
弱
性
を
解
消
し
、
災
害
に
強
い
地

域
を
実
現
で
き
る
。
ま
た
、
復
興
の
過
程
で
雇
用
や
介
護
・
育
児
な

ど
の
分
野
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
を
積
極
的
に
解
消
す
る

こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
脆
弱
性
の
高
い
人
が
少
な
い
社
会
へ
と
復
興
で

き
る
。

　

自
治
体
の
防
災
・
復
興
計
画
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る

と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
意
思
決
定
の
場
に
参
画
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
人
々
、
と
り
わ
け
女
性
が
、
い
き
な
り
参
画
す
る
の
は
難
し

い
。
当
該
地
域
の
雇
用
や
福
祉
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課

題
を
熟
知
し
、一
見
ま
と
ま
り
を
持
た
な
い
多
様
な
女
性・男
性
の
声（
一

口
に
女
性
と
い
っ
て
も
、
年
齢
や
家
族
の
中
の
立
場
な
ど
に
よ
っ
て
ニ
ー

ズ
は
ま
っ
た
く
異
な
る
）
を
聞
き
、
そ
れ
を
「
声
」
と
し
て
地
域
や
自

治
体
に
伝
え
る
技
能
と
経
験
を
持
つ
よ
う
な
地
域
の
女
性
組
織
な
ど

中
間
組
織
が
関
与
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
の

震
災
と
復
興
に
つ
い
て
、
男
女
の
異
な
る
経
験
を
記
録
し
、
そ
れ
を
広

く
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
■




